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要 旨

社会教育主群は､学習支援にその専門的力Iがある｡ しかしながら､爽技が古語化されf:記母

は乏しく､その具体的中身は明qEではない｡数少ないだ損から､社会教育主事の学習支援の一埠

をみることで､その専門的力JLとは何かを考案するとともに､平成32年から改正される社会教育

王事iE成カリキ>ラムにおける学習支援の力丘形成の在り方を考える｡

1 社会教育主事の寺門的力tとは

1)なぜ書rl性は見えにくいのか

これまで､社会教育主事の役書lや♯漢が見

えにくく､その甘門性が明dLに示されにくい

ことのnRZlは.様々に柑瀬をされてきた｡社

会教育主神の1枚務として､社会教育計画の立

案や､団体や組轍のコーディネー トという表

現がよく用いられるが､教育香貝会事務局に

世かれる社会教育主事の役割には､都道府県

や了fT町村での速いがあるという点や,公民館

などの社会教育施軌 こ配属された尊合などで

は､さらに稚族の見体は典なるだろうとして､

噂門性の共通の隠焦が外体的に形成されては

こなかった｡

禅門性はなぜ見えにくいのれ その-taに､

これまで社会教育主事の書務の典体が宮l陪化

されてこなかったことがあるだろう｡とりわ

け､書帯のなかで東軍である T学習支壊｣と

いう営みが､書特化されず､伝わりにくく､

専門寸生にしっかり位■付けられたり意JE的に

兼成されたりしてこなかったことが.社会教

育主事の専門的Jr操とは何かを見えにくくし
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た大きな一因ではないだろうか｡

2)なぜ学習支tIなのか

社会教育行政の役鞘は r人づくり｣r地域

づくり｣であると枯られてきた｡これらの官

兼は.座薬坂井や地域福祉朝城などでも､地

域住民が主体的に持税可能な社会を1'現させ

るための共通のキーワー ドでもある｡

そのなかで.it一会教Jq飯城は学習活動を油

しての ｢人づくり｣｢地域づくり｣にその時

門的官t域があり.社会教育主恥 ま､その学習

活動の支援が伸務の盛鰍 こあるといってよい｡

r人づくり｣r地域づくり｣のために.学習啓

の多様な特性に応 じた学習プロセスの全体の

理解をしたうえで､組推的で推挽的な学習を

いかに効率的に展EHできうるか,その援助を

するということであり､そこに攻められるの

は.学習の展洲計声を作り上げ､学習者何人

と学習集Ejの変化に関わりながら､全体を深

い学習に斗くための乍習支戊の噂門的知kや

技術であろう.それが班会教育主事の卑門性

の題盤ではないだろうか｡社会教育主事の役
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細として挙げられる､地域の社会教育計酉の

立夷は､そもそもこの理解がなければ成り立

たないだろう.ゆえに､学習支鰍 こおける専

門的力tを明らかにすることで.社会教育主

事の専門性の甚生の凡体的中身を見出すこと

ができるのではないだろうか｡

3)事晋支tIのTf育化

そもそも r学習支 捷Jといっても,多様な

gLrtELや手法がある.Pt座や学鼓のような集合

学習形態のプログラム立案も.イベントや秦

事繋*のある非形式的な牛を学びの空間とす

る仕立ても.板やデジタル媒体を利用しての

情報堆供や､学習を進めるうえで生じた悩み

の細萩を受ける仕丸みも.みな [学習支援J

である｡いずれの牛舎でも､社会教育主事が､

どのようなせ面で､どのように関わって､学

習者がどう変化したのかという点に学習支援

の役割の共jib項があり.それが舌掛 ヒされて

明らかになることが好ましい.

しかし.社会教育主事の学習支倭を含め､

書少年教育の研究省である萩原畑次郎は､

r社会教育&'桟が､非在型的で.不確定要素

の多い娘面を含みこんでいることもあり､実

際に爽施肥録の方法と力A形成の内爽を釈明

していく釈みは開溝を要してきた"'｣と指摘

している｡

かつては､社会教育昨策の多くで､学習の

一蹄として､学習石による紀録の活動が含ま

れ.学習者が学習過程を客観的に附き取る力

や表現するJlを集うとともに､甘言引ヒされた

ものを元に学習内容をff進的な視点でとらえ

る仕組みが存在していた.その記録のなかに､

許師や社会教書主事の役割がなき込まれ､学

習にどのような朋わりを持っていたのかが､

わずかに垣ru見られることもあった｡しかし

ながら､tt全教Jk爽銭の卒が移り変わる昨今

では､丁事なた魚を成すことはほとんど見ら

れなくなってきている.
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また､専門Iとしての力*形成のために.

実践を振り返る釈みはあっても､それが内面

の吐Jlだけであれは､偽書かけの炎FAは浮き

出てこない.社会教育の突抜塔面における社

会教育主事の学習支旗のA肘こついては.忠

録化も少なく､また定型的な形式もない｡ゆ

えに.その専門的手法は継承されず､その査

要性は十分にf8JLされてこなかったのである.

2 学習妃録を扶み取る

1)松下柾の美etから

社会教育主事の学習支援の-壕が垣間見ら

れる赦少ないたBから､学習斗面において社

会教育主事が何をしているかを茂み放ってみ

たい.

長野丸松川村で社会教育主事として長く住

民の学習l昏tbや地JCの専門書の力JL形成を支

えてきた松下虻は､乍習真横の紀軽を書取化

して伝えるなかで心､次のようなことを述

べている.

草野LはPIこHbFやjbJFを#見ろことでli
/i<､8分のuJ枚者jfIこそつTそれを細 す

ることをeかにする.qJrt,ぎ君の方庶とを/対
面Fこ弟きIFTることであク,その7tめ/こJEか

な畑 と好肝のW符A泌昇である｡ただL,､

宇野と/i主体LTuかことであク.その主AtlVy/J

二姿を昇生えさゼて支えろこと/こ#好の殻雛 ,'
あi｡二好原生庶/=LUした一声野とば.β材の生
m-から出刃L,丁､iたその生庶/=稚さ草野で
あク.このLgTNのJZ必L,i･持つことが#卵f
囲IL'tって必jF/TカAであク.そこに#軒の

即 位が求められi'd.
松下は､主体的な学習を3Eえる条件をつく

り､楼助することが学習支倭 (松下のいうと

ころの教育)であるとヰえ､その主体的な学

習を支える条件とは何かということを.数多

くの実践を検証することで､具体的科学的に

探り出そうとしてきた.

松下の実践のたBは.址全教Jk主本の学習

支援の共作を伝える敢少ない学習取持である.
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学習紀鰍 ま.乍習括動の経過概要から､学級

や排塵における学習の光れ､話し合い学習の

詳細.そこから治られる考類など､社会教育

文様の種類によって,切り口は多岐にわたっ

ている.tJ:全教育男銭の定型的なた軽化の姿

がないため､炎捜者の独自の祝点で書籍化さ

れるからである｡

松下の実接のうち.学習書面において.社

会教育主事がどのようにその学習の展EMに直

撲的に関わっているのかをtlみ取ることがで

きる実接がある.昭和40年代後半に松川村

で同和学習に取り扱んだ酸の学習監卓であ

る{一).

松下は.この同和学習の学習取投を分析し

て､乍背の棚 意L-の筋道を探ろうとした｡

なぜなら.者■の変革に鋭く括びつく同和学

習の在り方を追求することは.学習の原則を

明らかにすることに迫るものだと提tしたか

らである.松下はこの学習記録を.細 を主

休的に意JE化していくような学習要求の掘り

起こしを考えるための素材とした｡この学習

記録の分析を通して.r''1和学習の取り扱みに

は､①実億を知ることと､歴史的社会的にそ

の原因を追究するJL芦習を材t*的に関連づける

ような内容の点成が必要であること｡②学習

の組耕化が必葬であること｡そのためには､

木骨が記し合える頻姥と,学習が継縦的系薪

的に沈められる灸件が攻められることを導き

出している｡そして､そこでの学習の内容的

な面における継税的系統的な条件をすえるに

は､r側面からの債権的な旗助｣が必要であ

るとを述べている.

この妃軽を､松下がどう支壊したのかとい

う祝点で卑類することで.社会教育主事が行

なう学習支旗の姿.rt肖面からの儲康的援助J

の-姓を覗くことができる.

2)学晋一己特におl+る社会故書主事の関わり

の耳理

同和学習の学習た舟は､者Ztと学習の力A

が兵/Lる3つのグ/レーブ ((p20-30代の若い

母親の学習会､②80-50代の婦人の学習会

(学習歴の淡い)I③30-50代の婦人の学習

会 (学習歴の疎い)における結し合い学習の

-細であり､学習廿の焚書(松下を含む)と
ともに.松下のJF蕪と反省が加えられたもの

である.これは､松下が社会教育主事として,

この学習会にどのような r*面からの凍庵的

な援助｣をしているかをfEみ取ることができ

ら.定食から1示した漉丈､以下の3点が見

られた.

①8となる美甘をつかむ

学習Bが九拝差別の存在を意■した時の体

卓が括られた発音を.A件的に学習を溌める

ための 相 席堆JEJと性暮している.また､

差別が年しさと轄びついていることを措暮し

た発書を r大切な視点Jとして位QE付けてい

る.これは,J7:習･首の発書を注意8F=くPtlき､

どのようIL発書がどう学習に関係し､学習を

発展させるのか.その方向づけの農盤にして

いる｡そして､松下は徐にこの3つの学習会

の学習取扱から.振題意Aが主体的に意鉄化

していくような学習要求がどのように出現し

ているのかをBL性するために.以下の項L]を

立てて苑書の集約を行っている｡

イ 楚別の爽億を知ろうとしている

ロ その棚を見出そうとしている

ハ 患旅の変革を考えようとしている

(イ) 家彪教育の中で

(ロ) 学校教育のqjで

(ハ) 社会約人I判関係の中で

(二) rd艇生拓の中で

(ホ) 自分Fl身に向かって

つまり.この事例の41合､r学習名が課題

意■を主体的に者yE化しているのかJに焦点

をあて､覚書から学習畢求の始り起こしをし

ているということである.

②発書により予習の誰九に関わる

半間 (大切な視点であることを印穀づける

ための焚書)

ある学習名から r差BIJが貧しさと兼がって
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いるのではJとの焚書があった｡松下は､差

別を学習するうえで大切な規点であると見て､

それを兆Bllこ印故づける発間として､rそう

させているものは何であるのか｣の問いかけ

をしている.また.林落差別と抵杵の昔句の

なかで差別する榊の同席に古が及んだ時.

r理*をしていないと､(勘 Jを)あおること

もなりかねない)の焚書に対し､rそれをせ

ずにどう変えて行ったらいいのか｣の発間を

している.他にも.ABIJについて.経済的な

捉点.乍便.家庭.日常社会におけるtt会で

の吉原が出たあと.rr女のくせにJはどう
かウJと問いかけ.女性楚別の同席 (それは.

学習才にとって身近なものである)に引き寄

せている.これらは､差別を心情的な面でだ

けはなく.社会構造的に理#するため視点を

引き出すことになっている.

解脱 (乍習内容に関する情報の補完のため

の発音)

披盤別称洋の爽態がよく把握されていない

と想われる焚書に対し.放下が長野県の具体

的な爽態を脱明している.また､ある半面で

脱をしている｡途中､水平社の実科准供を行っている｡

松下は､焚書から学習Aの理解度を把握し､

もつと岬IHlをかけて学習する必要がある部分

の触り下げを々えている｡これらはあくまで

I)､学習石の学びの深まりや､情報の欠落に

よる娯陳を避けるための情報hL供であって､

客戦的な悦明を加える立敏である｡

③学習を柵造的に見地えるる

あるJ7:習Gが.日常の一般差別について､

自分の体汝を題に捲り.rEI分が体鞍するこ

とで､あいてがわかるし､自分のまちがいが

わかるJと焚書している.を下はこれに対し､

学習名が持っている差別意tの追求が表面的

になってきているとして.このことに迫る次

の学習の必要性を感じている｡具体的には.

鉢拓鼻BIJの乍習を疎めるために.その現状や
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その歴史についての学習が必要であり､また､

女性差別の間規ついて､事故権､先番､労*､

家事労廿､労Aの千の評柾の問題等について

の学習を掛yている.こTL,は､差別を学ぶに

あたって､学習者の理解に即して.何をどう

学ぶことが深い棚 に書がるのか､あるいは,

発展的1L乍習-繋ぐ糸口をどう見出すのか.

学ぶ事柄の全体tkをNt造的に見据えていると

いうことである.

また､松下は､盈別をする rがわ)という
覚書がたびたび見られ､このことが根強く出

てくることを捉え.その後､松川rTで実践し

ていくことになる同和学割 こおける学習内容

JG虎をする取の見通しに書けている.このよ

うな､次の発展的な学習へ繋げていく耕怨的

な扱点は､他でも見られた.菱別の話が家庭

の中での話Jdに及び､家庭のなかでの差別と

いう間切に気付きが及んだことを受けて.そ

れを家庭教育学級の学習#成に繋げることを

考えている.どのようなAZ虎になったのかの

具体は示されてはないが､この学習会で得ら

れた知見を松川rr全体で産別の学習を推進す

るにあたって､次のステップとなる学習､学

習者の属性それぞれの非際生活に即した学習

-と結び付けていく流れがみられる｡

3)学習支援のための事門的力t

今回取り上げたl作例は祉全教育1(践で社会

教育主群が行う学習支領のほんの-柵である｡

しかし､学習を可能にする条件を集える援

助､学習テーマをより深める姿勢を形成する

擾助をすることは.どの社会教育林業におい

でも共通の学習文題の益盤になるのだろうと

庖われる.-過寸生の乍習活動ではなく､一人

ひとりに､学習典tilに､そしてrT全体-とど

う井がり､広がりを持つのか､という学習の

一連の凍れ､r見迎 LJがあり､そこ-ヰく

ためのi切な学習方法と結びつける r手立てJ

を持ち得ている.

つまり､r乍習支捷Jには､松下のいう
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rよりきびしくplt習を探めるJところへ斗く

ための.T見通し｣と r手立てJが必要であ

り,それを持っていることが.専門的力生の

且盤fLのではないだろうか｡

3 1成における r学晋支捷｣の位tづけ

l)tt会教書主事のt成EE塩の見直しのhZi

r学習支捷Jの専門的力Jt形成はどう養わ

れるのだろうか.

平成25年3月に発足した第7Jq中央教育者

1全生涯予習分科会では､今後の社会教育行

政や社会教育主事の在り方に舛する具体的方

策について書Aが進められてきた.そして､

文林科乍省は､社会教育主事養成-の見直し

を進め､平成32年4月から社会教育主事許習

年足良の-わが改正されることになった.中

教書のワーキンググル-ブ (以下､中教事W

G)の脊)Iにおいて､社会教育主事の七草を

的flに遂行しうる&礎的な姿官を養成するも

のにするために.カリキュラムの抜本的な見

直しの検討が挺書きれ.それを受けて改正の

議幹が遵められてきた｡この斗幹のなかで､

今後の故全教Jd主事に必要な資質 .能力が示

され､その向｣こと回るための方熊を講じてい

くことが求められている｡中教辞wGの吉鼓笛

の辞鎌を受けて.平成29年8月31日社会教育

主群兼f淡等の改野 光来に関する検討会 r社

え方について｣では､以下の考え方が示され

ている｡

(今後の社会軟JR主都に必要な資質 能力)

地域の多様な群門性を有する人材や資源をう

まく搬びつけ､地域の力を引き出すとともに､

地域活hの組拝化支康を行うことで､地域住

民の学習ニーズに応えていくことが必要であ

ら.そのため.コ-7･-ィネー ト能力.77シ

リテーンヨン能力､プレゼンテ-ション能力

などを身につけておくことが必要不可欠であ

ら.

0そのため.杜会教書主事計習においては.
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以下のような能力の習得が回られるように

留意してカリキュラムの冊策を行うことが

鹿妻である.

(D生涯学習 ･社会教育の意虎など教育上の

基年的知■

②地棚 や学習M などの把握 ･分析能

力

③社会教育行政の戦略的展榊の視点に立っ

たJi粟立秦能^

庄)多様な主件との連携 ･也■に向けたネッ

トワークfI兼能力

⑤学習者の特性に応じてブt)グラムを群集

する学習虎姫投打能^

⑥地域住民の自主的 ･自発的IL学習を促す

学習支凄能力

○矧こ､r多様な主体との連携 ･協*に向け

たネットワークf*兼能^｣の*点からri､

人と人.棚 と搬｣書をつなぐコーチイネ-

ト能力や.人々の納得を引き出すプレゼン

テ-ソヨン能力が.r地城住民の自主的 ･

自発的な学習を促す乍習支援能力｣の観点

からは.人々の力を引き出し､主体的な参

画を促す77シリテ-ション能力が虫要で

あり､社会教育主群詐腎では､中教宥WG

容態巌理においても擬音されているこれら

の能力の甚礎の習掛が図られるように留意

する必要がある(L).

このように述べられ.それをふまぇて､

r学習者の多様な特性に応じた学習支援に

関する知抜及び技能の野寺.rlを図る｣ために.

社会教育主3lgt閏ならびに社会教育主職

成殊程の両方に､r生旺学習支倭 拾｣が薪

牧されることとなった.科E=こおける学習

内容は典体的に.乍習支援に関する軟有理

Ai.効果的な学習支援方法.学習プログラ

ムの#成､事加型学習の米持と7Tシリテー

シヲン技法､と示されているO').

2)｢フ7シリテ-ションJをどう見るか

rフTシリテ-ションJという甘美は､近
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年一般化しているとはいえ､その定義を厳戒

にすることはすしく.その応用簡域は教育分

野のみならず.ビジネス界などでも棚 のマ

ネージメントや会議の活性化やカリ造性創出､

合資形成のための手法として注目されている.

では､社会教書主事が持つべき77シリテ-

ションカとは何だろうか.中教書WGの公Eq

された鞍事舟rr)からは.ある委且が.r安蘇

とJW を引き出して叫 化をして､住民ニー

ズに応えていく｣という文JRのなかで,その

ニーズに応えていくために必要な能力は､⊃-

ディネーションや77シLIテ-ション能力で

あるという表外こ♯同し､r77シリテ-ショ

ン能力というのが杜会教育の専門性の中操だ

と思うJという葉書をしているのに対し､別

の手鼻が r鼓ら虻全教書主事がフアシリテ-

ションや現廿を9)り盛りすることが得意とい

うイメージを持たれても､本当にそれが社会

教育主事のJR凍なのか｣と問いかけ,rワ-

クシzlツプやコ-ディネートとか77シリテー

ション､プレゼンテーションに関する知鞍や

#.牧がないと.鬼兼は企画できない｣としな

がらも､社会軟'd主事は r曳船でワ-クショッ

プをやるだけではない｣と発音している｡こ

の二人の草月の rフアンリテーンヨン｣とい

う書果;の意味合いは一致しているとは思えな

い｡
rワ-クンヨyプ｣や rプア/リテーソヨ

ンJという兼現が用いられる手法が､主休的

学習の爽践のために度々丑射するようになっ

た｡しかし､これらのす典の起点は多様で,

必ずしも r学幣Jそのものが目的でないこと

もありうる｡例えば.液中Jqi城のワークショッ

プでは自己表現を日持し.カウンセリング領

域では思Jgや感Idや行tbに揺さぶりをかける

ためのエクササイズとしてワークショップを

来生するものbある.また､まちづくり領域

ではワークショップを遺した政策決定のため

の合意形成がロ指される.これらは､件崇的

手法ICはあるけれども.松下が松川付で実践
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したような.J71習棚 を疾く掘り下げていく

ような学習とは児なるのではないだろうか｡

rフ7シリテーシ5ン)も同様で.一時の

学習体敦のなかで学習者の覚書や学習行動を

促す声糾すや仕掛ナを意味するものと理解す

るのあれば.松下の瀬性の中で見た社会教育

主事の乍習支故の姿とは兇ILる印魚を持つ.

3)汎用性のあるモデルを菜めて

社会教育主事の学習支援とは.ワークショッ

プの77シリチーターとそのままイコールで

はない. しかし.一見すると､r学習支 援 )

が狭義の意味でそのように柵 されかねない

ことにもなる.

ワークショップ実践者の私達を研究する森

玲奈は､rこれまでワークショップ実践者の

芙熊に関してはブラックボックス化しており､

これらの育成事例をBt断するようなrk成指針

は挺示されてこなかった.叫Jと述べている.

ワー ク./ヨッブ爽践ノ6-もまた何をする人なの

かが見えにくいのである.だからこそ,森は

熟達化の知見や炎践才の育成現gIにおける課

題や必要とされる呼門性についてのgl査知見

など.汎用性のあるモデルの開発を目指すこ

との必要性とともに､それを明らかにするこ

とが社会教育の光熱こも賢すると述べている｡

社全教-G主事の乍習支戊の噂門的力丑につ

いても同機であろう｡学習支旗の畔門的力A

に､r見過しJと ｢手立て｣をキ-ワー ドと

してlE桟の甘己枚を分qrL.汎用性のあるモデ

ルを明らかにしていくことで､r学習文選J

の役割が､ワ-クショップ雑技名やフアシリ

チーターと表現されることとは何がどう遵う

のかを示していかなければならない｡今後も

社会教育主事の噂門性の舞狂的な研究を搬

していきたい｡

注Jt

(1)薮原煉政体 ･脊#伸子 丁社会教育実践の

書籍化とふりかえりの意味一書少年支援



社会教育主事の専門性に関する研究一爽践の吉E5化から溌み収る予習支横の辞PWJ力Jt一

省の内面過掻妃軽の分析から-J駒帝大

畢 教育学研究治水第21号2005年.p95-
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(2)松下柾の爽桟だ掛 ま､r住民の学習と公

民蛤J劫革書房1983年.rや康学習とそ
の展珊JI勅な書房19幼年などに詳しい｡

(3)松下拡 rlさ康学習とその展DfIJ序書から

手着まとめ｡

(4)を下虻 r住民の学習と公民軒Jr第四草
薮別をなくす草軌 p171･203を事軌

(5)取り上げた文中には r社会教育主事gt習

ではjとあるが､カLIキュラム改正は､

大学における社会教育主事兼戚課程でも

同時に行われる.

(6)科目名は同じであるが.単位政が異なる｡

社会教書主事詐習では2単位.社会教育

主事集成諌松では4単位となる｡

(7)第6回の隷事牡 (平成25年7月25日開催)

をSq.

http//Wwwnextgo)pnLmentJshlngl

/chukyo/chukyo2/007I81ryOuI134235B

htm (平成30年9月取得)

(8)廉玲舞 rワークショップデザインにおけ

る熟浬と1'践jEの育成J ひつじ杏房

2015､p187
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